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- 食中毒予防のため ～梅雨時期のカビ対策について～ - 

梅雨時期は湿気が多く、食品や保管場所にカビが発生しやすくなります。 

カビは見える部分だけでなく、周囲に広がっていることもあるため、日ごろの保存管理と 

清掃が大切です。 

今回は、会員の皆さまに実践していただきたいポイントを簡単にまとめました。 

日々の衛生管理にぜひご活用ください。 

 

 

やることはシンプルで、以下の 3つです 
 

① 持ち込まない 
納品時や開封時に、原材料や食品にカビ、異臭、変色 

がないか確認しましょう。古い在庫をため込まず、 

先に入れたものから使うことも大切です。 

 

② ふやさない 

食品表示の保存方法を確認し、開封後は密閉 

して、必要に応じて冷蔵保存しましょう。乾物、 

粉類、香辛料なども湿気を避け、保管庫は整理 

整頓して清潔に保ちましょう。 

 

③ 見つけたら使わない 
カビが生えた食品は、一部だけ取り除いて 

使わず、提供しないようにしましょう。カビ毒は 

加熱しても残ることがあるため、迷った場合は 

使用を控えることが大切です。 

 

また、冷蔵庫内、保管棚、パッキン周辺、ふきんや容器類もこまめに点検し、 

汚れや湿気をためないようにしましょう。 

 

 

「持ち込まない・ふやさない・見つけたら使わない」 
を意識し、梅雨時期の衛生管理を徹底しましょう！ 

〔内容についての質問、ＨＡＣＣＰ（ハサップ）や検査に関するご相談・お問い合わせ先〕 

厚生労働大臣登録検査機関公益財団法人北九州生活科学センター 福岡事業所 

福岡市博多区千代 1-2-4 福岡生活衛生食品会館４階 

TEL 092-642-1001  FAX 092-642-1002  URL：http://www.klsc.or.jp/ 

【配信に関するお問い合わせ先】  公益社団法人福岡市食品衛生協会 

【夏期休暇のご案内】         ＴＥＬ ０９２－６５１－５１１１ 

   ８月１３日・１４日・１５日    ＵＲＬ https://www.fsyokukyou.com 


